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「営業体制へのフォーカス」は国内主要製薬企業の本社営業部門組織、領域別ＭＲ数、営業第一線組

織といった最新の営業体制を調査したマーケティング資料として 2003 年の発刊以降、年 1 回発刊の人

気シリーズとして高い評価を得ており、おかげさまで 2022 年版は節目となる 20 回目の改訂となりま

した。これもひとえに、皆さまのご支援ご愛顧の賜物と心から感謝申し上げます。 

 

同シリーズは、年々変化する医薬品業界の動向に即した形で対象企業や調査項目を変更させ、本年

の「営業体制へのフォーカス 2022」は、国内主要製薬企業 45 社（内資 29 社、外資 16 社）及びスペシ

ャリティ企業 15 社の 60 社を調査対象として、前年版よりも対象企業を 6 社増やしての刊行となりま

す。 

 

本書の結果から一部をご紹介しますと、国内主要製薬企業 45 社における 2022 年 7 月時点のＭＲ数は

36,483 人となり、前年度の 2021 年からは 1,881 人の減少、1 社あたりでは 41.8 人の減少となってお

ります。また、2018 年のＭＲ数 45,029 人と比較しますと 8,546 人の減少となり、1 社あたり 189.9 人

減少したことになります。ＭＲを中心とした営業部門のリストラ・人員見直しは数年前に大きなピー

クとなりましたが、現在も減少傾向は続いていることが数字からも明確に現れております。 

 

新型コロナウイルスの拡大により、製薬企業はデジタルチャネルを活用したプロモーション活動を加

速させ、医師へのアプローチ方法もリモート面談、メール、電話などマルチチャネルの活用が一般化し

ている中で、今後の最適なＭＲ数や営業体制構築のために「営業体制へのフォーカス 2022」は主要製

薬企業の営業組織、ＭＲ動向はもちろん、デジタル戦略を中心としたオムニチャネル体制、コントラク

トＭＲやＭＳＬの動向、そして販売提携や製品動向、開発品動向を本書 1 冊で把握することができる

貴重な参考資料となっております。 

20 回目となる本年度版についても、是非皆様にあらゆる場面でご活用いただけるようスタッフ一同心

より願っております。 
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＜調査項目＞ 

1.営業体制の沿革 
 

2.営業体制の概要 

 1)営業部門の組織 

 2)領域制の導入状況 

 3)フィールド(支店～営業所)の営業組織 

 4)営業第一線組織長の役割 

 5)エリアサポートスタッフの状況 

 6)ＭＳＬの組織 

 7)営業拠点(支店･営業所など) 
 

3.ＭＲ陣容の概要 

 1)ＭＲ陣容(5ヵ年推移)と今後の採用計画 

 2)コントラクトＭＲ活用状況 

 3)訪宣活動のガイドライン 

 4)社内資格制度の導入状況 
 

4.販売提携の状況 
 

5.製品販売状況 

 1)国内医療用医薬品販売高推移(5ヵ年実績) 

 2)上位製品の販売実績 

 3)トップブランド 3製品販売比率 

 4)新製品販売状況(2017年以降) 

 5)新製品販売高推移 

 6)新剤型、新用量一覧(2017年以降) 

 7)適応拡大製品一覧(2020年以降) 

 8)ＭＲの生産性 
 

6.オムニチャネル体制 

 1)デジタル戦略 

 2)オウンドメディアの状況 

 3)コールセンターの状況 
 

7.国内開発状況(フェーズⅡ以降) 

 

＜調査対象企業＞ 
 

国内主要製薬企業 45社(内資 29社、外資 16社) 

スペシャリティファーマ企業 15社(内資 5社、外資 10社) 

 

＜調査時期＞ 
 

2022年 7月～2022年 8月 

 

＜調査実施機関＞ 
 

テスタ マーケティング 株式会社 
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